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がん検診受診率５０％以上を目指します！ 
 

 京都銀行（頭取 髙﨑 秀夫）では、今般、がん検診受診率５０％以上を目指し、制度の拡

充などの活動を強化してまいりますのでお知らせいたします。 

当行では、「地域社会の繁栄に奉仕する」という経営理念のもと、地域社会の皆さまに常に

質の高い金融サービスを提供できるよう、その原動力となる従業員が健康で安心して働ける

職場環境づくりに積極的に取組んでおります。 

とりわけ、がん予防対策については、厚生労働省委託事業である「がん検診企業アクショ

ン」に参加し、国が目標とする「がん検診受診率５０％以上」達成に向けた取組みを推進し

ております。 

今回、婦人科検診や子宮頚がん予防ワクチン接種費用の補助等の制度を拡充するとともに、

がんに関する啓発活動を強化することとしました。 

当行では、今後も、がんに関する正しい知識普及を図り、家庭や地域において相互に学び

あう環境を提供していくとともに、健康に働ける職場環境の整備に努めてまいります。 
 

記 
 

１．今回拡充する検診等 
（１） 婦人科検診（乳がん検診、子宮がん検診）の新設 
（２） 子宮頚がん予防ワクチン接種費用の補助 
（３） 検体郵送方式による子宮頚がん検診の対象者拡大 
（４） 検体郵送方式による前立腺がん検診の新設 

２． 啓発活動等の促進 
（１） 従業員・家族等対象の啓発セミナーの開催 
（２） 啓発ポスター等の掲示 
（３） 社内報・社内ネットワークによる情報の発信 

３． 社会的な活動の創造 
（１）お客様等対外的に、国・地方公共団体等と連携したがんに関する情報の提供 

              以 上 
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